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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年3月12日(2015.3.12)

【公表番号】特表2014-506561(P2014-506561A)
【公表日】平成26年3月17日(2014.3.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-014
【出願番号】特願2013-549842(P2013-549842)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  25/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/40     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  57/12     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/653    (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/42     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  59/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/24     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/84     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  47/12     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   25/00     １０１　
   Ａ０１Ｎ   43/40     １０１Ｃ
   Ａ０１Ｐ    3/00     　　　　
   Ａ０１Ｎ   57/12     　　　Ｈ
   Ａ０１Ｎ   43/653    　　　Ｇ
   Ａ０１Ｎ   43/42     １０１　
   Ａ０１Ｎ   59/02     　　　Ａ
   Ａ０１Ｎ   47/24     　　　Ｇ
   Ａ０１Ｎ   43/84     １０１　
   Ａ０１Ｎ   47/12     　　　Ｚ
   Ａ０１Ｐ    7/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月23日(2015.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）９～２０の重合度を有する１つ以上のオリゴガラクツロナンと、５～１０の重合度
および５０％未満のアセチル化度を有する１つ以上のキトオリゴ糖とを１：２０～２０：
１の範囲の割合で含有するエリシターと、
ｂ）２，６－ジクロロ－Ｎ－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）－２－ピリジニ
ルメチル］ベンズアミド、プロピル３－（ジメチルアミノ）プロピルカルバメートヒドロ
クロリド、（２ＲＳ，３ＳＲ）－１－［３－（２－クロロフェニル）－２，３－エポキシ
－２－（４－フルオロフェニル）プロピル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール、５，７
－ジクロロ－４－キノリル４－フルオロフェニルエーテル、硫黄、４－クロロ－２－シア
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ノ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－５－（４－メチルフェニル）－１Ｈ－イミダゾール－１－スルホ
ンアミド、ホセチル－ＡｌとＮ－（トリクロロメチルチオ）フタルイミドとの組み合わせ
、マンガンエチレンビス（ジチオカルバメート）の亜鉛塩との（ポリマー）複合体、メチ
ル　（Ｅ）－メトキシイミノ－｛（Ｅ）－α－［１－（α，α，α－トリフルオロ－ｍ－
トリル）エチリデンアミノオキシ］－ｏ－トリル｝アセテート、およびそれらの組み合わ
せからなる群から選択された殺菌剤と
を含有してなる、植物病原体に対する植物防疫用の組成物。
【請求項２】
　ａ）９～２０の重合度を有する１つ以上のオリゴガラクツロナンと、５～１０の重合度
および５０％未満のアセチル化度を有する１つ以上のキトオリゴ糖とを１：１０～１０：
１の範囲の割合で含有するエリシターと、
ｂ）２，６－ジクロロ－Ｎ－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）－２－ピリジニ
ルメチル］ベンズアミド、プロピル３－（ジメチルアミノ）プロピルカルバメートヒドロ
クロリド、（２ＲＳ，３ＳＲ）－１－［３－（２－クロロフェニル）－２，３－エポキシ
－２－（４－フルオロフェニル）プロピル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール、５，７
－ジクロロ－４－キノリル４－フルオロフェニルエーテル、硫黄、４－クロロ－２－シア
ノ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－５－（４－メチルフェニル）－１Ｈ－イミダゾール－１－スルホ
ンアミド、およびそれらの組み合わせからなる群から選択された殺菌剤と
を含有してなる、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記殺菌剤が、プロピル３－（ジメチルアミノ）プロピルカルバメートヒドロクロリド
を含有してなる、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記殺菌剤が、２，６－ジクロロ－Ｎ－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）－
２－ピリジニルメチル］ベンズアミドと、プロピル３－（ジメチルアミノ）プロピルカル
バメートヒドロクロリドとを含有してなる、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項５】
　前記殺菌剤が、（２ＲＳ，３ＳＲ）－１－［３－（２－クロロフェニル）－２，３－エ
ポキシ－２－（４－フルオロフェニル）プロピル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾールを
含有してなる、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項６】
　前記殺菌剤が、５，７－ジクロロ－４－キノリル４－フルオロフェニルエーテルを含有
してなる、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項７】
　前記殺菌剤が、硫黄を含有してなる、請求項１または２に記載の組成物。
【請求項８】
　前記殺菌剤が、４－クロロ－２－シアノ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－５－（４－メチルフェニ
ル）－１Ｈ－イミダゾール－１－スルホンアミドを含有してなる、請求項１または２に記
載の組成物。
【請求項９】
　洗浄剤、乳化剤、分散剤、消泡剤、浸透促進剤、保湿剤、イオン型の湿潤剤、非イオン
型の湿潤剤、不凍剤、防腐剤、吸収剤、増粘剤、緩衝剤、固着剤、希釈剤およびそれらの
混合物からなる群から選択された助剤をさらに含有してなる、請求項１～８のいずれかに
記載の組成物。
【請求項１０】
　前記助剤が、洗浄剤、乳化剤、分散剤、消泡剤、浸透促進剤、保湿剤、イオン型の湿潤
剤、非イオン型の湿潤剤およびそれらの混合物からなる群から選択された界面活性剤であ
る、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記界面活性剤が、以下の成分：ヒマシ油エトキシレート、菜種メチルエステル、リン
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酸アルキル、リン酸トリブチル、リン酸トリプロピル、ナフタリンスルホン酸塩、有機ス
ルホン酸塩と２－メチルペンタン－２，４－ジオールとの組み合わせ、アルキルポリグル
コシド、シロキサン誘導体、スルホン酸アルキル、ポリカルボン酸塩、リグノスルホン酸
塩、アルコキシル化トリグリセリド、脂肪族アミンポリマー、ジオクチルスルホコハク酸
塩またはポリオキシエチレン（２０）ソルビタンモノラウレートの１つ以上を含有するも
のである、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記界面活性剤が、Ｃ１８ヒマシ油エトキシレート、有機スルホン酸塩と２－メチルペ
ンタン－２，４－ジオールとの組み合わせおよびポリオキシエチレン（２０）ソルビタン
モノラウレートからなる群から選択されたものである、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　植物防御エリシターをさらに含有してなる、請求項１～１２のいずれかに記載の組成物
。
【請求項１４】
　前記植物防御エリシターが、ラミナリンまたはケイ酸塩である、請求項１～６のいずれ
かに記載の組成物。
【請求項１５】
　ａ）９～２０の重合度を有する１つ以上のオリゴガラクツロナンと、５～１０の重合度
および５０％未満のアセチル化度を有する１つ以上のキトオリゴ糖とを１：２０～２０：
１の範囲の割合で含有するエリシターと、
ｂ）Ｃ１８ヒマシ油エトキシレートおよび有機スルホン酸塩と２－メチルペンタン－２，
４－ジオールとの組み合わせからなる群より選択された界面活性剤と
を含有してなる、植物病原体に対する植物防疫用の組成物。
【請求項１６】
　ポリオキシエチレン（２０）ソルビタンモノラウレートをさらに含有してなる、請求項
１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　ａ）９～２０の重合度を有する１つ以上のオリゴガラクツロナンと、５～１０の重合度
および５０％未満のアセチル化度を有する１つ以上のキトオリゴ糖とを１：１０～１０：
１の範囲の割合で含有するエリシターと、
ｂ）Ｃ１８ヒマシ油エトキシレート、有機スルホン酸塩、２－メチルペンタン－２，４－
ジオールおよびそれらの組み合わせからなる群より選択された界面活性剤と
を含有してなる、請求項１５または１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　ａ）９～２０の重合度を有する１つ以上のオリゴガラクツロナンと、５～１０の重合度
および５０％未満のアセチル化度を有する１つ以上のキトオリゴ糖とを１：２０～２０：
１の範囲の割合で含有するエリシターと、
ｂ）ラミナリンまたはケイ酸塩を含有する第２のエリシターと
を含有してなる、植物病原体に対する植物防疫用の組成物。
【請求項１９】
　ａ）９～２０の重合度を有する１つ以上のオリゴガラクツロナンと、５～１０の重合度
および５０％未満のアセチル化度を有する１つ以上のキトオリゴ糖とを１：１０～１０：
１の範囲の割合で含有するエリシターと、
ｂ）ラミナリンまたはケイ酸塩を含有する第２のエリシターと
を含有してなる、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　界面活性剤をさらに含有してなる、請求項１８または１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記第２のエリシターが、ラミナリンを含有してなる、請求項１８～２０のいずれかに
記載の組成物。
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【請求項２２】
　前記第２のエリシターが、ケイ酸塩を含有してなる、請求項１８～２０のいずれかに記
載の組成物。
【請求項２３】
　前記第２のエリシターが、ケイ酸塩を含有したものであるか、および／または前記界面
活性剤が、ポリオキシエチレン（２０）ソルビタンモノラウレートを含有したものである
、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２４】
　請求項１～２３のいずれかに記載の組成物を植物に適用するステップを含む、植物免疫
系の刺激方法。
【請求項２５】
　有効かつ実質的に非植物毒性な量の請求項１～２３のいずれかに記載の組成物を植物に
適用するステップを含む、植物病原体に対する植物防疫方法。
【請求項２６】
　前記植物病原体が、植物病原性の真菌、卵菌、細菌、ウイルス、線虫および昆虫を含む
群から選択されたものである、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　殺菌剤の効果を増強する方法であって、
　９～２０の重合度を有する１つ以上のオリゴガラクツロナンと、５～１０の重合度およ
び５０％未満のアセチル化度を有する１つ以上のキトオリゴ糖とを１：２０～２０：１の
範囲の割合で含有するエリシターを、前記殺菌剤に添加するステップを含み、
　前記殺菌剤が、２，６－ジクロロ－Ｎ－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）－
２－ピリジニルメチル］ベンズアミド、プロピル３－（ジメチルアミノ）プロピルカルバ
メートヒドロクロリド、（２ＲＳ，３ＳＲ）－１－［３－（２－クロロフェニル）－２，
３－エポキシ－２－（４－フルオロフェニル）プロピル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾ
ール、５，７－ジクロロ－４－キノリル４－フルオロフェニルエーテル、硫黄、４－クロ
ロ－２－シアノ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－５－（４－メチルフェニル）－１Ｈ－イミダゾール
－１－スルホンアミド、ホセチル－ＡｌとＮ－（トリクロロメチルチオ）フタルイミドと
の組み合わせ、マンガンエチレンビス（ジチオカルバメート）の亜鉛塩との（ポリマー）
複合体、メチル　（Ｅ）－メトキシイミノ－｛（Ｅ）－α－［１－（α，α，α－トリフ
ルオロ－ｍ－トリル）エチリデンアミノオキシ］－ｏ－トリル｝アセテート、およびそれ
らの組み合わせからなる群から選択されたものである、殺菌剤の効果の増強方法。
【請求項２８】
　９～２０の重合度を有する１つ以上のオリゴガラクツロナンと、５～１０の重合度およ
び５０％未満のアセチル化度を有する１つ以上のキトオリゴ糖とを１：１０～１０：１の
範囲の割合で含有するエリシターを、前記殺菌剤に添加するステップを含み、
　前記殺菌剤が、２，６－ジクロロ－Ｎ－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）－
２－ピリジニルメチル］ベンズアミド、プロピル３－（ジメチルアミノ）プロピルカルバ
メートヒドロクロリド、（２ＲＳ，３ＳＲ）－１－［３－（２－クロロフェニル）－２，
３－エポキシ－２－（４－フルオロフェニル）プロピル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾ
ール、５，７－ジクロロ－４－キノリル４－フルオロフェニルエーテル、硫黄、４－クロ
ロ－２－シアノ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－５－（４－メチルフェニル）－１Ｈ－イミダゾール
－１－スルホンアミド、およびそれらの組み合わせからなる群から選択されたものである
、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記殺菌剤が、プロピル３－（ジメチルアミノ）プロピルカルバメートヒドロクロリド
を含有してなる、請求項２７または２８に記載の方法。
【請求項３０】
　前記殺菌剤が、２，６－ジクロロ－Ｎ－［３－クロロ－５－（トリフルオロメチル）－
２－ピリジニルメチル］ベンズアミドと、プロピル３－（ジメチルアミノ）プロピルカル
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バメートヒドロクロリドとを含有してなる、請求項２７または２８に記載の方法。
【請求項３１】
　前記殺菌剤が、（２ＲＳ，３ＳＲ）－１－［３－（２－クロロフェニル）－２，３－エ
ポキシ－２－（４－フルオロフェニル）プロピル］－１Ｈ－１，２，４－トリアゾールを
含有してなる、請求項２７または２８に記載の方法。
【請求項３２】
　前記殺菌剤が、５，７－ジクロロ－４－キノリル４－フルオロフェニルエーテルを含有
してなる、請求項２７または２８に記載の方法。
【請求項３３】
　前記殺菌剤が、硫黄を含有してなる、請求項２７または２８に記載の方法。
【請求項３４】
　前記殺菌剤が、４－クロロ－２－シアノ－Ｎ，Ｎ－ジメチル－５－（４－メチルフェニ
ル）－１Ｈ－イミダゾール－１－スルホンアミドを含有してなる、請求項２７または２８
に記載の方法。
【請求項３５】
　組成物が、収穫前または収穫後に、噴霧、灌注、浸漬、液浸、注射、施肥システムによ
る投与または潅水システムによる投与によって、植物全体、葉、花、果実、種子、実生、
移植実生、繁殖材料または移植植物に適用され、および／または植物が生育しているか、
もしくは植物が生育することが望まれる土壌または不活性基質に適用される、請求項２７
～３４のいずれかに記載の方法。
【請求項３６】
　前記植物が、ジャガイモ、バナナ、米、綿、亜麻、ブドウ、果実、野菜、主な園芸作物
および森林作物からなる群から選択されたものである、請求項２７～３５のいずれかに記
載の方法。
【請求項３７】
　前記植物病原体が、真菌、卵菌、細菌、ウイルス、線虫および昆虫からなる群から選択
されたものである、請求項２７～３６のいずれかに記載の方法。
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